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要旨 

 

 近年の技術向上によって、時間・空間分解能が向上した静止気象衛星観測は、台風内の

急変する風の場でも、大気追跡風（Atmospheric Motion Vectors: AMVs）の算出を可能と

する。本研究は、対流圏上層で算出される AMV（上層 AMV）を用いて、台風の強度及び

構造を推定する可能性を、北西太平洋域の熱帯低気圧を用いて調査した。はじめに、運輸

多目的衛星（MTSAT）の観測から得られた 6時間毎の上層 AMVで捉えた台風の雲頂高度

付近の風の場と、気象庁ベストトラックデータの地上最大風速との関係を、2011～2014年

の計 44個の台風を対象に調べた。注目すべきことに、上層 AMVの最大接線風と地上最大

風速の相関は約 0.73 と高く、雲頂高度付近の低気圧性循環が、台風の内部コア内における

絶対角運動量の上層輸送によって強化されていることを示唆した。さらに、上層 AMVの最

大接線風及び最大動径風の半径が、台風の発達率が大きいほど小さい傾向もみられ、急発

達する台風ほど下層の風の吹き込みが強いことを示唆した。また、ひまわり８号のターゲ

ット観測を用いて 30分毎に算出した上層 AMVを用いて、地上最大風速を推定する可能性

を調べた。2016年台風第 10号（Lionrock）の事例研究では、上層 AMVの最大接線風が、

台風の内部コア内の１日以下の時間スケールの低気圧性循環の強化を捉えていたこと、そ

して、この低気圧性循環の強化が、暖気核の発達と最大接線風半径の収縮を伴っていたこ

とが示された。これらの結果は、ひまわり８号 AMVを用いることによって、台風の強化及

びこれに関連した構造変化を捉えることが可能であり、台風の強度解析及び構造監視を支

援する可能性を示す。 


